
身近なパワースポットハイキング Ｐart 31 本庄児玉のルーツは？

日程…Ｒ4．⒋ 4（月）
１１（月）

行先…旧神泉村

集合場所…10時
『ステラ神泉』

食事処…天神茶屋（譲原）

案内人…NPO法人
本庄ファンクラブ

理事 今井玲子

スタッフ…つきみ荘
倉林律雄
金子美穂

神泉 阿久原牧

埼玉県指定旧跡

あ ぐ は ら の ま き





集合場所…『ステラ神泉』

神泉の沿革

昭和２９年阿久原村と矢納村が合併し、両村に
所在する「神山」と中世にあった「若泉荘」という
荘園にちなみ『神泉』と名付けられました。

この地の歴史は古く、縄文時代の遺跡が多く出
土し、阿久原地区は、朝廷の勅使牧として栄えま
した。 矢納地区は、古い城跡や平将門伝説、そ
して寺院跡も多くありました。

昭和４３年に完成した下久保ダムにより、矢納地区の一部が水没し、人々
は他地域へ転出するという事態となってしまった。 ダム建設により人口
が急減したため、昭和４６年過疎地域の指定を受け、村際化構想や基本
構想を定めて、『あふれる自然、 はじける笑顔、 元気わくわくかみいず
み』を村の将来像として、皆さんが努力し、協力しあって現在の神泉村を
作りあげてきました。 その中でも、城峰公園の「冬桜」は有名ですね。

５１年間の神泉村は歴史に幕を閉じ、平成１８年に神川町と合併しました。



阿久原牧跡の石碑の横に、階段を上る
と駒形稲荷神社があります。
そこには水戸黄門がかつてこの地を訪
れた時に詠まれた歌が刻まれています。
これも文化財に指定されています。
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駒形稲荷神社

神社から臨む旧神泉村の現在の風景

児玉党の祖 有道遠峯維行の創
建と伝えられています。

（町指定史跡）

隣の石田牧と合わせて勅使牧となり、20頭の馬を天皇に納めなければなりませんでした。
そのためにも、牧草がよく育ち、河原で水を飲ませたり、体を洗ったりできたこの場所は大
変便利なところだったでしょう。夏は涼しい北向きのなだらかな斜面を使い、冬は南側の暖
かい日当たりのよい住居野で育てられました。 今でも、牧場のいろいろな世話をした政
所・馬場・馬出（馬を訓練した所）・立野・門野・番場（馬が逃げないように見張る所）など
が地名となって残っています。

奈良時代、馬の飼育は諸国の国司の監督下におかれ、勅使牧・官牧・近都牧の三つがあ
りました。阿久原牧が歴史に登場するのは平安時代で、９３３年の太政官符に載っています。
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り
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早春に咲き誇る『さんしゅゆ』の花
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下久保ダム 逆調整池

水がとてもきれいなエメラルド色。

橋の向こうは群馬県鬼石町。
鬼石から散歩に来られるご夫婦に会いました。

神社のすぐ裏は神流川

神流川・下久保ダム（神流湖）の真ん中
が県境です。 手前が埼玉県、川向うは
群馬県です。





元の神泉中学校、 文化財保護課の方に説明していただきました。
地元の方々の憩いの場です。
一室に縄文・弥生時代の土器など出土品が展示されています。

トイレ休憩



手前の可愛らしい山が『飯盛山』 飯盛山の右下あたりにこれから行く、
駒形神社があります。



雨
が
降
る
と
飯
盛
山
の
後
ろ
は

霧
が
巻
い
て
景
色
が
違
い
ま
す
。



「かたくりの里」方面へ進みます。

次に二股に分かれ、この標識が
ガードレールにくくりつけてあります。
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『
阿
久
原
牧
阯
』

昭
和
十
二
年
に
阿
久
原
牧
が
埼
玉
県
指
定
史
跡
に
な
り
、若
泉
村
史
蹟
保

存
会
の
方
々
に
よ
り
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
文
章
は
金
鑚
宮
守
氏
に

よ
る
も
の
で
す
。後
に
阿
久
原
牧
は
指
定
史
跡
か
ら
指
定
旧
蹟
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

県
指
定
史
跡
と
は
、歴
史
上
、学
術
上
価
値
の
高

い
も
の
で
、旧
蹟
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
で
す
。



かたくりの花です。これが片栗粉の原料です。
昔は「かたかご」と呼び、かごが傾いているようにみえるという
ことのようです。それがのちに縮まって「かたこ」となり、ユリ科
植物なので「かたこゆり」、そして「かたくり」になったという説
もあります。
今はかたくりの群生が減ってしまったので、かたくりの根茎に
似た性質のじゃがいもで片栗粉は作られています。
カタクリの花は種が根付いてから７年かかり、花を咲かせるの
は７回程度、およそ１４年で果ててしまいます。

陽
が
当
た
る
と
、花
弁
が
開
き
ま
す
。

花
言
葉
は
、「
初
恋
」
「
寂
し
さ
に
耐
え
る
」

神
泉
の
村
の
花
で
、村
の
木
は
冬
桜
で
す
。



雨
の
日
の
撮
影
な
の
で
、花
が
下
を
向
い
て
い
ま
す
が
、

山
の
斜
面
に
び
っ
し
り
満
開
で
す
。

『
カ
タ
ク
リ
の
里
』



春
は
い
い
で
す
ね
ぇ

八
重
桜
も
咲
き
始
め
、

枝
垂
桜
は
来
週
が
見
頃
か
な
。

『
カ
タ
ク
リ
の
里
』
を
枝
垂

桜
と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、

み
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。





鬼石方面



山の向こう側は児玉町稲沢あたり
こちらの右の山は本庄市
で一番高い横隅山（よこ
がいさん593.6ｍ、でも
頂上は神川ですが）。
杉の峠を抜けると児玉町
太駄に出ます。
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食
事
処
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』
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￥
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０
０
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天ざるそば ￥1，000

季節の天ぷら（三品）
にわとこ
かぼちゃ
かきあげ

五目ごはんつき天ざるそば ￥1，150

にわとこ
かきあげ

季節の天ぷら



天
神
茶
屋
の
す
ぐ
前
で
、

旧
譲
原
小
学
校
の
工
事

中
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

炉
の
跡
が
み
つ
か
り
、縄

文
時
代
後
期
か
ら
晩
期

の
も
の
で
す
。

後
に
こ
の
あ
た
り
は
、児
玉

党
真
下
氏
の
支
配
下
で
、

真
下
城
が
あ
り
ま
し
た
。



下
久
保
ダ
ム
の
神
流
湖

中
央
に
見
え
る
機
械
は
、湖
底
に
積
も
っ
た
土
砂
を

取
り
除
い
て
い
ま
す
。



有
氏
神
社

あ
り
う
じ

祭
神…
武
蔵
守
有
貫
主
有
道
維
行

あ
り
か
ん
し
ゅ
あ
り
み
ち
こ
れ
ゆ
き

有
氏
と
は
有
道
氏
の
転
語
で
、祭
神
名
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。



明
治
二
六
年
に
書
か
れ
た
碑
文
で
す
。

天
下
の
実
力
は
関
東
に
あ
り
、関
東
の
実
力
は
武
蔵
七
党
に

あ
り
、児
玉
党
は
最
強
で
あ
る
。阿
久
原
は
児
玉
党
発
祥
の

地
で
あ
り
、下
阿
久
原
字
秩
父
瀬
に
祠
あ
り
。有
氏
明
神
と

い
い
、村
民
は
昔
よ
り
毎
年
祭
っ
て
い
る
。…

…



有
道
遠
峯
維
行

生
誕…

不
明

死
没…

一
〇
六
九
年
八
月

官
営
牧
場
の
管
理
者
と
し
て
京
都
よ
り

赴
任

任
務
終
了
後
も
児
玉
郡
に
と
ど
ま
り
、

在
地
豪
族
と
な
っ
て
、武
蔵
国
最
大
規

模
の
武
士
団
児
玉
党
の
党
祖
と
な
る
。

維
行
の
嫡
男
の
弘
行
は
後
三
年
の
役
に

参
戦
し
て
い
る
。

三
代
目
児
玉
家
行
以
後
、本
宗
家
は
庄

氏
を
名
乗
る
。本
拠
地
を
栗
崎
に
移
す
。

直
系
は
六
代
目
庄
小
太
郎
頼
家
が
源

平
合
戦
に
よ
り
戦
死
、分
家
に
よ
っ
て
継

が
れ
て
い
く
。

頼
家
の
弟
、本
庄
氏
が
児
玉
党
本
宗
家

と
な
る
。

維
行
の
嫡
流
た
ち
が
、九
郷
用
水
流
域

に
居
住
し
、そ
こ
の
地
名
を
名
字
と
す

る
。そ
れ
ぞ
れ
金
鑚
神
社
を
祀
っ
て
い

る
。
本
庄
児
玉
の
他
に
も
、秩
父
郡
や
上
野

国
の
鏑
川
、烏
川
、井
野
川
流
域
な
ど

に
移
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

あ
り
み
ち
こ
だ
ま
こ
れ
ゆ
き





４
月
４
日
（
月
）☔

花
冷
え
だ
け
ど
、み
ん
な
元
気
に
出
発
！



多
目
的
交
流
会
館
に
て

文
化
財
保
護
課
の
金
子
様
よ
り
神
泉
の
お
話

神
泉
は
縄
文
・弥
生
時
代
の
遺
跡
は
あ
り
ま
す
が
、古
墳
時
代
の
古
墳
が
今
の

と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。





ど
こ
を
歩
い
て
も
桜
が
あ
ち
こ
ち
に
咲
い
て
い
ま
す
。

丁
度
満
開
、見
事
で
す
。

駒
形
神
社
へ
続
く
こ
の
道
だ
け
が
ゆ
る
や
か
な

上
り
で
す
。





し
だ
れ
桜
は
６
分
咲
き
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。







食事の後にちょっと解説

「児玉党」とは……
本庄児玉に繋がっているんですよね～
平家物語にでてくるんですよ。 歴史上の大きな
出来事がとっても身近に感じられたと思います。

一同注目
へぇー、そうなんだー



最後に 『有氏神社』に寄りました。

一般的な神社とは違い、紋が軍扇
で、これは児玉党の紋です。

ありうじ

今日は一日雨だったので、コースを一部変
更しました。
13：50に終了、解散。 約６０００歩。

お疲れ様でした。



4
月
11
日
（
月
）
☀















４
月
11
日

撮
影

『
カ
タ
ク
リ
の
里
』
に
、や
ま
つ
つ
じ
が

咲
き
始
め
ま
し
た
。



一
週
間
の
間
に
す
っ
か
り
模
様
替
え
。

か
た
く
り
の
花
が
終
わ
っ
て
、や
ま
ぶ
き
や
大
根
の
花
が
満
開
。

黄色のやまぶき 紫の大根の花

カ
タ
ク
リ
の
里
に
八
王
子
神
社
が
あ
り
、境
内
社
に
蚕
影
山
神
社
が
あ
り
ま
す
。

蚕
と
い
う
文
字
は
天
の
虫
と
書
き
ま
す
が
、蠶
と
か
蝅
と
書
く
こ
と
も
あ
り
、こ

こ
は
神
の
虫
な
ん
で
す
ね
。





あ
め
玉
な
め
て
、ひ
と
休
み
。

有
氏
神
社
に
到
着
。こ
こ
が
本
日

最
後
の
目
的
地
。







お し ま い
By 今井玲子


